
問

全
国
の
若
者
・
中
高

年
の
ひ
き
こ
も
り
は
１
１

５
万
人
を
上
回
る
と
推
計

さ
れ
、
生
き
づ
ら
さ
と
孤

独
の
日
々
と
葛
藤
し
、
家

族
も
社
会
か
ら
の
孤
立
と

偏
見
で
相
談
し
に
く
い
現

状
が
あ
る
。

平
成

年
に
県
が
行
っ

30

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
検

証
は
行
わ
れ
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

平
成
30

年
は
庄
内
地
域
に
３
６
９

人
の
ひ
き
こ
も
り
を
確

認
。
前
回
調
査
よ
り

人
83

の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
市
健
康
課
で
「
若
者
ひ

き
こ
も
り
相
談
」
件
数
は

平
成

年
の

件
か
ら
年

27

11

々
増
え
、
平
成

年
は

30

41

件
と
な
っ
て
い
る
。

問

検
証
に
基
づ
い
た
施

策
に
つ
い
て
は
。

健
康
福
祉
部
長

健
康
課

の
「
若
者
ひ
き
こ
も
り
相

談
」を
週
１
回
に
増
や
し
、

生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
く
ら
し
す
）
の
職
員
を

１
人
増
員
し
、
相
談
体
制

を
強
化
。
「
し
た
く
ホ
ー

ム
」
を
開
設
し
、
ひ
き
こ

も
り
の
人
な
ど
の
居
場
所

づ
く
り
の
提
供
、
就
労
支

援
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

問

本
市
の
ひ
き
こ
も
り

は
１
１
０
０
人
程
と
推
計

さ
れ
る
が
、
実
態
に
合
っ

た
本
市
独
自
の
調
査
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
い
つ
行

う
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

県
の
調

査
は
人
数
の
み
で
あ
る
た

め
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
か
ら
情
報
を
得
て
、
実

態
調
査
に
令
和
２
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

相
談
者
や
そ
の
家
族

へ
の
支
援
計
画
に
つ
い
て

の
担
当
部
署
は
ど
こ
か
。

健
康
福
祉
部
長

複
数
の

相
談
機
関
で
対
応
し
た
相

談
事
例
と
支
援
計
画
を
一

元
化
す
る
調
整
体
制
は
整

っ
て
い
な
い
。

関
係
機
関
と
の
調
整
を

含
め
た
対
外
的
な
窓
口
は

健
康
課
が
担
っ
て
い
る
。

問

今
後
の
支
援
対
策
で

専
門
員
の
増
員
や
相
談
窓

口
の
一
元
化
（
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
）
、
「
ひ
き
こ
も
り
地

域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
等
は
検
討
し
て
い
る
の

か
。

健
康
福
祉
部
長

一
元
化

に
つ
い
て
は
、
他
市
の
先

進
事
例
等
を
参
考
に
関
係

機
関
と
検
討
す
る
。

専
門
員
は
ひ
き
こ
も
り

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
員

制
度
を
活
用
し
増
員
を
検

討
す
る
。

「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
本
市
で

の
設
置
は
難
し
い
。
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９
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
は
、
①
ひ
き
こ
も
り
対
策

支
援
の
進
捗
、
②
公
立
学
校
施
設
の
特
別
教
室
や
体
育

館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
③
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
市
当
局
を
資
し
ま
し
た
。

実
態
に
合
っ
た
市
独
自
の
調
査
が
必
要

問

今
年
度
末
の
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状

況
は
。

教
育
部
長

小
学
校

校
26

２
８
７
教
室
、
中
学
校
11

校
１
２
８
教
室
全
て
に
今

年
度
末
に
完
了
予
定
だ
。

問

理
科
の
実
験
や
薬
物

の
保
管
等
危
険
を
伴
う
理

科
室
等
の
特
別
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
と
今

後
の
設
置
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

教
育
部
長

特
別
教
室
の

設
置
率
は
令
和
元
年
９
月

時
点
で

・
８
％
で
、
県

17

内
で
も
低
い
状
況
だ
。

教
育
現
場
か
ら
要
望
は

あ
り
、
必
要
性
も
認
識
し

て
い
る
。

必
要
頻
度
の
高
い
特
別

教
室
に
個
別
の
状
況
を
勘

日
、
鶴
岡
市
は
国
・

11
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
の
対

応
策
を
踏
ま
え
、
新
た
な

対
応
方
針
を
あ
き
ら
か
に

し
ま
し
た
。

全
国
的
イ
ベ
ン
ト
は
中

止
鶴
岡
市
及
び
県
内
に
お

い
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
全
国
的

な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
イ
ベ

ン
ト
等
（
県
外
か
ら
の
参

加
が
概
ね
１
０
０
人
を
超

え
る
場
合
）
に
つ
い
て
、

今
後
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
藤
沢
周
平
記
念
館
主

催
の
朗
読
会
（
３
月
12

日
）
、
温
海
マ
ラ
ソ
ン
大

会
（
４
月

日
）
な
ど
を

19

中
止
と
し
、
子
ど
も
向
け

イ
ベ
ン
ト
や
、
す
で
に
中

止
が
決
定
さ
れ
て
い
る
も

の
な
ど
も
従
前
の
取
り
扱

い
と
す
る
と
し
ま
し
た
。

経
済
的
活
動
の
縮
小
に

陥
ら
な
い
よ
う
努
め
る

ま
た
、
鶴
岡
市
が
主
催

す
る
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
は

政
府
か
ら
の
要
請
に
留
意

し
つ
つ
も
、
子
ど
も
達
の

体
力
増
進
や
経
済
的
活
動

の
縮
小
に
可
能
な
限
り
陥

ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

３
月

日
以
降
は
市
の

16

専
門
家
会
議
で
示
さ
れ
た

「
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
）

の
発
生
リ
ス
ク
を
下
げ
る

た
め
の
３
つ
の
原
則
（
①

換
気
を
励
行
す
る
、
②
人

の
密
度
を
下
げ
る
、
③
近

距
離
で
の
会
話
や
発
声
・

高
唱
を
避
け
る
）
」
を
励

行
し
、（
２
面
に
つ
づ
く
）

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は

問

今
年
度
の
会
計
年
度

任
用
職
員
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
採
用
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
７
時
間

分
だ
っ
た

45

も
の
が
７
時
間

分
と
短

15

縮
さ
れ
て
い
る
。

国
の
付
帯
決
議
で
は
、

不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
な

く
、
適
正
な
勤
務
条
件
の

確
保
を
行
う
こ
と
と
、
必

要
な
財
源
確
保
に
努
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今

後
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
採
用

を
検
討
を
す
る
べ
き
だ

が
。

総
務
部
長

２
年
度
は
各

部
署
か
ら
の
配
置
要
求
を

精
査
し
た
結
果
、
フ
ル
タ

イ
ム
の
任
用
を
要
す
る
職

は
な
い
と
判
断
し
た
。

今
後
配
置
す
る
職
務
の

必
要
に
応
じ
て
、
フ
ル
タ

イ
ム
の
職
員
を
任
用
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
フ
ル
タ
イ
ム
検
討
を

案
し
な
が
ら
対
応
す
る
。



問

ト
イ
レ
は
、
高
齢
化

や
一
般
家
庭
の
洋
式
化
、

外
国
人
観
光
客
な
ど
の
増

加
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
変
化

に
よ
り
、
洋
式
化
を
求
め

る
声
が
増
え
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
公
園
の
ト

イ
レ
や
公
共
施
設
で
は
、

和
式
便
器
の
設
置
が
多
い

状
況
だ
。

公
園
施
設
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
率
と
近
年
の
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長

公
園
の
ト
イ

レ
は
洋
式
化
を
図
り
な
が

ら
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
る
。

１
３
３
棟
設
置
し
て
い

る
ト
イ
レ
の
う
ち
、
洋
式

化
は

棟
で

％
と
な
っ

77

58

て
い
る
。

問

人
工
肛
門
や
人
工
膀

胱
保
有
者
（
オ
ス
ト
メ
イ

ト
）
が
利
用
す
る
市
内
の

公
共
施
設
の
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
の
ト
イ
レ
設
置
数

は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

現
在
、
本
市
で
把
握
し

て
い
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
患

者
数
と
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
民
や
観
光
客
へ
の
周

知
方
法
等
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

身
体
障

害
手
帳
を
保
持
さ
れ
る
オ

ス
ト
メ
イ
ト
の
人
は
１
９

７
人
い
る
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト

イ
レ
は
、
市
役
所
や
荘
銀

タ
ク
ト
な
ど

箇
所
設
置

14

さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
施
設
の
場
所
情
報
の
提

供
や
、
マ
ッ
プ
作
成
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月12日入札分

・早田９号線道路改良工事(債務負担行為)（早田地内）（入札3業者）
(株)アツケン 1,800,000円（1,864,000円）工期～7/10（落札率96.57％）
・大隅橋大山三丁目線道路改良工事(債務負担行為)（大山二丁目地内）（入札9業者）
(有)今野建材工業 7,350,000円（7,638,000円）工期～8/21（落札率96.23％）
・道形町７号線道路改良工事(債務負担行為)（道形地内）（入札9業者）
(有)大泉建設 4,870,000円（5,080,000円）工期～6/30（落札率95.87％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
等
に

該
当
し
な
い
鶴
岡
市
主
催

事
業
に
つ
い
て
は
、
い
た

ず
ら
に
自
粛
し
な
い
も
の

と
す
る
と
し
ま
し
た
。（
た

だ
し
、
基
礎
疾
患
及
び
認

知
症
を
有
す
る
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等

に
つ
い
て
は
、
感
染
、
重

症
化
の
可
能
性
を
考
慮
し

３
月

日
ま
で
原
則
中

31

止
）日

以
降
登
校
日
・
部

23活
動
可
能
に

小
中
学
校
の
臨
時
休
業

等
に
つ
て
い
は
、
再
開
の

時
期
に
つ
い
て
今
後
感
染

者
が
発
生
し
な
い
場
合
、

平
年
ど
お
り
４
月
の
第
一

週
と
し
、
前
掲
の
「
ク
ラ

ス
タ
ー
（
集
団
）
の
発
生

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
３
つ

の
原
則
」
の
励
行
を
前
提

と
し
て
、
３
月

日
以
降
、

23

登
校
日
の
設
定
や
部
活
動

等
の
実
施
を
可
能
と
す
る

と
し
ま
し
た
。

鶴
岡
市
の
詳
し
い
対
応

策
に
つ
い
て
は
鶴
岡
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

問

筋
力
の
低
下
や
関
節

疾
患
が
あ
る
高
齢
者
に
と

っ
て
、
大
き
な
ご
み
袋
を

集
積
所
ま
で
運
ぶ
の
は
大

変
な
作
業
だ
。

近
年
、
こ
う
し
た
身
体

機
能
や
認
知
機
能
の
低
下

に
よ
っ
て
、
ご
み
出
し
が

困
難
に
な
っ
た
高
齢
者
の

支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

県
内
で
は
、
山
形
市
が

ご
み
出
し
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
戸
別
収
集
ま
た
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な

ど
に
よ
る
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

本
市
で
も
ご
み
出
し
支

援
を
す
る
計
画
は
な
い

か
。

市
民
部
長

ご
み
出
し
支

援
は
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
高
齢
者
に
は
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

家
事
援
助
を
受
け
て
い

る
障
害
者
は
現
在
、
１
２

９
人
と
な
っ
て
い
る
。

ご
み
出
し
に
つ
い
て
、

家
族
や
近
隣
住
民
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
な

高
齢
世
帯
が
増
え
て
お

り
、
本
市
で
も
喫
緊
の
課

題
だ
が
、
東
北
一
広
い
本

市
で
は
一
律
の
支
援
を
行

う
こ
と
は
困
難
だ
。

生
活
弱
者
に
対
す
る
支

援
の
あ
り
方
は
、
日
常
生

活
全
体
を
包
括
的
に
支
援

す
る
必
要
が
あ
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
地
域
の
自

助
共
助
な
ど
、
関
係
機
関

と
連
携
し
事
業
化
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。

９
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
長
谷
川
剛
議
員
は
、
①
公
共
施
設
の
整
備
、

②
高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活
支
援
、
③
教
員
の
働
き
方

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

問

教
員
の
長
時
間
労
働

は
依
然
と
し
て
深
刻
で
、

過
労
に
よ
る
休
職
や
痛
ま

し
い
過
労
死
が
あ
と
を
絶

た
な
い
。

教
員
の
長
時
間
労
働
の

是
正
は
、
日
本
の
教
育
の

未
来
の
か
か
っ
た
国
民
的

な
課
題
で
あ
る
。

本
市
の
教
員
の
時
間
外

勤
務
の
状
況
、
月
当
た
り

時
間
以
上
の
割
合
、
精

45神
疾
患
な
ど
で
長
期
休
暇

し
て
い
る
教
員
数
、
教
員

の
有
給
休
暇
取
得
率
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長

今
年
度
の
勤
務

状
況
集
計
表
に
よ
る
と
、

月
当
た
り

時
間
以
上
の

45

時
間
外
勤
務
を
行
っ
て
い

る
教
職
員
の
割
合
は
、
平

均
で

・
６
％
だ
。

49
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職

者
は
、
全
国
で
０
・

％
57

だ
が
本
市
は
０
・

％
と

42

な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
の
年
次
有
給
休

暇
平
均
取
得
は
約
９
日

で
、
進
ん
で
い
な
い
。

問

昨
年

月
、
公
立
学

12

校
の
教
員
に
「
１
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
」
を

導
入
可
能
と
す
る
「
改
正

教
育
職
員
給
与
特
別
措
置

法
」
が
成
立
し
た
が
、
１

日
８
時
間
労
働
の
原
則
を

破
る
労
働
法
制
の
改
悪
で

あ
り
、
こ
の
制
度
で
問
題

は
解
決
し
な
い
。

変
形
労
働
時
間
制
の
導

入
の
検
討
状
況
は
ど
う

か
。

教
育
長

変
形
労
働
時
間

制
に
つ
い
て
は
、
十
分
な

検
討
や
先
行
事
例
の
検
証

を
行
い
、
導
入
は
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

県
公
立
学
校
働
き
方
改

革
プ
ラ
ン
な
ど
、
学
校
内

で
の
業
務
内
容
の
見
直
し

を
推
進
し
、
時
間
外
勤
務

の
減
少
に
取
り
組
む
。

問

教
員
か
ら
は
、
「
家

に
持
ち
帰
っ
て
仕
事
を
す

る
」
と
い
っ
た
声
や
、
中

学
校
の
運
動
部
の
顧
問
か

ら
は
、
県
外
遠
征
の
た
め

朝
早
く
鶴
岡
を
出
て
遠
征

に
行
く
と
い
う
状
況
も
聞

い
て
い
る
。

本
市
で
は
、
変
形
労
働

時
間
制
を
導
入
し
な
い
よ

う
強
く
求
め
る
。

公
園
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
は

高
齢
者
へ
ご
み
出
し
支
援
を

教
員
の
長
時
間
労
働
は
依
然
深
刻


